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１序論 
組織キャンプにおいて，特に幼児や低学年児童

を対象としたキャンプでは，キャンプ指導に当た
るキャンプカウンセラー（以下，カウンセラーと
する）の言葉がけは，キャンプの雰囲気や小集団
のまとまりに影響を与えると考えられる．中でも
食事作りと食事はキャンププログラムとして全日
程を通して行われる活動であるため，食事作りと
食事でのカウンセラーの言葉がけは，キャンパー
と作り上げるキャンプの雰囲気や小集団のまとま
りに影響を与えると考えられる． 
本研究は，低学年児童のキャンプにおけるカウ

ンセラーとキャンパーの会話の中でカウンセラー
の言葉の質と量に注目し，カウンセラーがキャン
パーにどのような言葉がけをしているのかを明ら
かにすることを目的とする． 
2研究方法 
【被験者】2012年 7月 29日の日帰りキャンプ

と 8 月 6日から 8 月 9日の 3 泊 4日で実施した，
びわこ・ちびっこキャンプ2012（以下，ちびキャ
ン）のうち小学校低学年児童の班を担当したカウ
ンセラー3名を対象とした． 
【調査方法】カウンセラーの言葉の質や量をは

かる為，食事作りと食事中のカウンセラーとキャ
ンパーの会話を 12 回録音した．時間を統一する
ため開始から 30 分間の一人合計 360 分を分析対
象とした．録音したものを雰囲気指標に基づき，
「キャンパー中心の発言」，「カウンセラー中心の
発言」，「中立的発言」の 3つに分類し，カウンセ
ラーの言葉の質と量を分析した． 
3結果と考察 
1）カウンセラーの言葉の量 

言葉がけの量に関して，発言の一文を回数とし

た．食事作りと食事の比較では，1班カウンセラ

ーは，共に発言回数が少なかった．カウンセラー

の指示だけでなく本部のスタッフからの指示やキ

ャンパー同士の会話が多いことからカウンセラー

の発言回数が少なったのではないかと考えられる． 
2 班カウンセラーは，食事作りよりも食事での

発言回数が多かった．このことから，食事作りで
は，カウンセラー自ら行動することや，キャンパ
ーがバラバラになっていることもあり，発言回数
が少なくなったのではないかと考えられる．また
食事では，同じ食卓を囲むことから，キャンパー
と会話が多かったのではないかと考える． 
3班カウンセラーは，食事よりも食事作りでの

発言回数が多かった．食事作りの発言回数が多か

ったのは，キャンパーの食事作りをしっかりとサ
ポートすることで発言が多くなったのではないか
と考えられる，また食事で発言回数が少なかった
のは，食事でキャンパーの話を聞いてあげる側に
回っていたのではないかと考えられる． 
2）カウンセラーの言葉の質 
食事作りと食事におけるカウンセラーの発言内

容を雰囲気指標に基づき 3つに分類したその回数
を図 1，2に示した． 

 
図1：食事作りにおけるカウンセラーの言葉がけ 

 
図2：食事におけるカウンセラーの言葉がけ 

 キャンプ指導経験の少ない，1 班と 2 班のカウ
ンセラーは，キャンパー中心の発言とカウンセラ
ー中心の発言の割合に差は見られなかった．3 班
カウンセラーはカウンセラー中心の発言よりもキ
ャンパー中心の発言の割合が多かったことから，
キャンプ指導経験が20回以上ある3班のカウンセ
ラーは，キャンパー中心の発言が多くなったので
はないかと考えられる． 
4まとめ 
 キャンパーに対するカウンセラーの指導方法が
カウンセラーの発言回数に影響すると考えられる．
つまり指導経験が多いカウンセラーは，キャンパ
ー中心の発言の割合が高くなると考えられ，小集
団の雰囲気やまとまりが良くなると考えられる． 
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